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【はじめに】これまで我々は、フレキシブルなMO イメージングプレートの実現に向けて、ポリ

イミドなどの高分子基材への成膜を目標に光 MOD 法による低温成膜手法の開発を行ってきた。

また、最適なレーザー照射条件を決定するために、in-situ 反射率スペクトル測定による解析を行

ってきた 1)。しかし、同条件で仮焼成を行った試料において反射率スペクトルの再現性が得られ

なかった。我々は、仮焼成後の試料の経時変化が原因であると考え、仮焼成後の試料の反射率ス

ペクトルの経時変化の測定を行った。 

【実験】組成比Nd：Bi：Fe：Ga=2：1：4：1の MOD溶液（NdBiFeGa-04、高純度化学研究所

製）を Gd3Ga5O12基板上にスピンコートし、100℃で 10 分間乾燥した後、450℃で 10 分間仮焼成

を行い仮焼成膜を作製した。その後、仮焼成膜を常温で反射スペクトルを測定した。反射スペク

トルは、白色 LED光源とマルチチャンネル分光器（FLAME-S-UV-VIS、Ocean Optics 社製）を

用いて、450 〜 650 nm の波長範囲を 10 分毎に計 6 時間測定した。また、測定後の試料は仮焼

成から 24 時間放置したのちに本焼成を行った試料と仮焼成直後に本焼成した試料の反射率スペ

クトルの比較も行った。 

【結果と考察】Fig.1 に室温で放置した仮焼成後および本焼成後の試料の反射率スペクトルを示す。

仮焼成直後から 60分時点ではほとんど変化がみ

られなかったが、70 分時点で 450〜510 nm 付近

にピークが発現し 150 分まで徐々に増大してい

った。このピークは本焼成後に消滅したが、仮焼

成後の放置時間によって本焼成後の反射率に違

いがみられた。仮焼成膜で見られたピークはガ

ーネットとは異なる鉄酸化物由来の異相が析出

している可能性が考えられる。今後は XRD等を

用いて構造の解析を行う予定である。 
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Fig.1 Reflectance spectra of pre-annealed and 

annealed samples. 
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